








① コストダウン

○ イニシャルコスト（電子メーター、通信端末）

○ ランニングコスト（通信費、データ取得費）

② 水道メーター特有の仕様

○ 防水、防塵の確保

○ コスト（防水防塵性能）
水道メーターと通信端末

接続部の防水・防塵を確保

○ 訪問が無い無線機を用いた自動検針について好感を持たれている

○ 誤検針など自動検針の信頼性については不安がある

○ 「見える化サービス」は便利なサービスなので続けてほしい

豊橋市の水道事業におけるIoT利活用の取組

利 用 者 の 声

普 及 に 向 け た 課 題
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